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町
で
は
、
昨
年
度
ま
で
総
務
省

方
式
に
よ
る
貸
借
対
照
表
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ラ

ン
ス
シ
ー
ト
）
を
作
成
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て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
町
の
財
政
状
況
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町
民
の
皆
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知
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て
い
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く
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、
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成
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年
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決
算
か
ら
、
総
務
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し
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新
地
方
公
会
計
制
度
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書
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政
コ
ス
ト
計
算
書
・
純
資
産
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動
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支
計
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書
）
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し
た
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結
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務
書
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と
は
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結
財
務
書
類
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は
、
普
通
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か
、
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治
体
を
構
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す
る
そ
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他
の
特
別
会
計
、
自
治
体
と
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携
協

力
し
て
行
政
サ
ー
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ス
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実
施
し
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い
る
関
係
団
体
や
法
人
を
一
つ
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
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施
主
体
と
み
な
し

て
、
そ
の
資
産
お
よ
び
負
債
・
行
政

コ
ス
ト
・
資
金
収
支
等
の
状
況
を
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ら
か
に
す
る
財
務
書
類
で
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り
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普

通
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計
の
財
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類
と
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様
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貸
借
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結
行
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ス
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『
連
結
』
に
際
し
て
は
、
各
会
計
の

数
値
を
合
算
し
、会
計
間
の
取
引
（
繰

入
・
繰
出
や
出
資
金
・
補
助
金
な
ど
）

を
内
部
取
引
と
し
て
、
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消
去
し

ま
す
。
阿
見
町
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連
結
財
務
書
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す
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計
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人
（
連
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囲
）
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と
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。

平
成
21
年
度
　
阿
見
町
財
務
書
類

4
表
（
連
結
）
を
公
表
し
ま
す

今
回
の
地
方
公
会
計
制
度
改

革
で
は
『
総
務
省
方
式
改
定
モ
デ

ル
』・『
基
準
モ
デ
ル
』
の
2
つ
の

モ
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ル
が
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さ
れ
、
町
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総
務
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方
式
改
定
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用
し
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く
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特
別
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計
や
一
部
事
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組
合
等

ま
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た
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結
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書
類
を

作
成
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
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は
、
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ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※社会福祉法人阿見町
社会福祉協議会は、
運営に対して町から
の補助金が交付され
ており、経営に町が
実質的に主導的な立
場であることから、
連結対象としており
ます

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
2
2
5
）

阿見町の連結範囲
区分 会計・法人名等

普通会計
一般会計
土地区画整理事業特別会計（一部）

特別会計
（公営事業会計）

国民健康保険特別会計
公共下水道事業特別会計
老人保健特別会計
土地区画整理事業特別会計
（普通会計分除く）
農業集落排水事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道事業会計

一部事務組合
・広域連合

茨城県市町村総合事務組合
茨城県租税債権管理機構
龍ヶ崎地方衛生組合
牛久市・阿見町斎場組合
土浦石岡地方社会教育センター
茨城県後期高齢者医療広域連合

地方三公社 阿見町土地開発公社
第三セクター等 社会福祉法人阿見町社会福祉協議会
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資産の部 負債の部
全体（千円） 割　合 全体（千円） 割　合

❶公共資産 98,303,791 90.6％ ❶固定負債 24,351,941 22.4％
（1）有形固定資産 95,616,622 88.1％ （1）地方債 21,366,219 19.7％
（2）無形固定資産 16,921 0.0％ （2）長期未払金 0 0.0％
（3）売却可能資産 273,069 0.3％ （3）退職手当引当金 2,985,722 2.7％
（4）建設仮勘定 2,397,179 2.2％ （4）その他 0 0.0％

❷投資等 4,488,329 4.1％ ❷流動負債 2,761,935 2.6％
（1）投資および出資金 64,261 0.1％ （1）翌年度償還予定地方債 2,469,760 2.3％
（2）貸付金 2,454 0.0％ （2）短期借入金 0 0.0％
（3）基金等 3,750,342 3.4％ （3）未払金 117,645 0.1％
（4）長期延滞債権 1,129,377 1.0％ （4）翌年度支払予定退職手当 0 0.0％
（5）回収不能見込額 △ 458,162 △ 0.4％ （5）賞与引当金 173,824 0.2％
（6）その他 57 0.0％ （6）その他 706 0.0％

❸流動資産 5,714,406 5.3％ 【負債合計】 27,113,876 25.0％
（1）資金 4,445,663 4.1％ 純資産の部
うち歳計現金（※ 1） 2,847,402 2.6％ 全体（千円） 割　合

（2）未収金 639,744 0.6％ 81,392,650 75.0％
（3）その他 628,999 0.6％ 【純資産合計】（※ 2） 81,392,650 75.0％

【資産合計】 108,506,526 100.0％ 【負債・純資産合計】 108,506,526 100.0％

用　語 説　明

資産
の部

公共資産 町が所有する資産のうち、長期間にわたって行政サービスの提供に用いられる固定資産

有形固定資産 土地・建物（庁舎・学校等）等の不動産、公用車や高額備品等の動産で保有が長期に及ぶもの

売却可能資産 公有資産のうち、遊休資産や未利用資産等の売却できる資産

建設仮勘定 建設中の建物・道路等、完成前の有形固定資産への支出等を仮に計上しておくための勘定科目

投資および出資金 町が保有する有価証券や関係団体への出資金等

長期延滞債権 納付（回収）期限から１年以上経過し、まだ収入されていない債権（町税・使用料等）

回収不能見込額 時効等により、回収不能となることが見込まれる町税や使用料等の金額

未収金 納付（回収）期限から１年未満で、まだ収入されていない債権（町税・使用料等）

負債
の部

固定負債 返済期限が 1年を越える債務

退職手当引当金 職員が当該年度末時点で退職したと仮定した場合に必要となる退職手当額

流動負債 返済期限が 1年以内の債務

■貸借対照表の主な用語解説

貸借対照表（バランスシート）とは…
会計年度末（3月 31日）時点（ただし、出納整理期間中の増減を含む）に町が住民サービスを提供するため
に保有している資産（資産の部）と、その資産をどのような財源（負債の部・純資産の部）で賄ってきたかを総
括的に対照表示した財務書類です。

貸借対照表

（※ 1）4 ページの資金収支計算書の期末歳計現金残高と
一致します

（※ 2）5 ページの純資産変動計算書の期末純資産残高と
一致します

町民 1 人当たりの貸借対照表

公共資産 210 万 2千円 負　債 58 万 0千円

投資等 9 万 6千円 純資産 174 万 0千円

流動資産 12 万 2千円

※住民基本台帳人口46,762人（平成22年 3月 31日現在）

※『資産の部』とは、町が住民サービスを提供するた
めに形成してきた道路・学校・公園等の有形固定資産
（使う資産）や出資金や貸付金、売却可能資産等の
資金の流入をもたらすもの（売れる資産・回収する
資産）
※『負債の部』とは、地方債や職員に対する退職手当
等（将来世代の負担）
※『純資産の部』とは、これまでに収めていただいた
税金、国・県の補助金等（過去・現世代の負担）
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行政コスト計算書とは…
1 年間の行政活動のうち福祉活動やごみの収集といった資産形成に結びつかない行政サービスに係わる経費
とその行政サービスの対価として得られた財源を対比させた財務書類です。

●経常行政コスト
資産形成に結びつかない 1年間の行政サービス
を提供するために要した経費を表したもので
す。左記の 4つのコスト（経費）で構成されて
います。

（単位：千円）
経常行政コスト

1. 人にかかるコスト
　（報酬・職員給与・手当等）
2. 物にかかるコスト
　（賃金・物品購入費・修繕費・委託料・減価償却費等）
3. 移転支出的なコスト
　（社会保障給付費・補助金・繰出金等）
4. その他のコスト
　（地方債の利子等）

3,012,161

6,610,450

12,556,669

886,796

経常行政コスト合計（A） 23,066,076
経常収益

1. 使用料・手数料
2. 分担金・負担金・寄付金
3. その他

369,044
4,058,957
3,703,145

経常収益合計（B） 8,131,146

●経常収益
施設利用料など主に行政サービス提供の過程で
得られた受益者負担金を表したものです。

●純経常行政コスト
経常行政コストから経常収益を差引きしたもの
で、資産形成に結びつかない 1年間の行政サー
ビスを提供するために要した経費から受益者負
担などの収益で賄われたものを差引いた額で、
地方税や地方交付税といった一般財源や資産の
売却益などで賄わなければならないコストを表
したものです。

当期収支 257,552

期首歳計現金残高 2,589,850

期末歳計現金残高（※ 1） 2,847,402

行政コスト計算書

資金収支計算書とは…
	町の 1年間の歳計現金（＝資金）の収入と支出が、どのように増減したかを性質別に 3つ（『経常的収支
の部』、『公共資産整備収支の部』、『投資・財務的収支の部』）に区分した財務書類です。

資金収支計算書

1. 経常的収支の部
経常的収入合計 23,363,855
経常的支出合計 19,976,858

経常的収支合計 3,386,997

2. 公共資産整備収支の部
公共資産整備収入合計 2,384,257
公共資産整備支出合計 3,033,851

公共資産整備収支合計 △ 649,594

3. 投資・財務的収支の部
投資・財務的収入合計 481,159
投資・財務的支出合計 2,961,010

投資・財務的収支合計 △ 2,479,851

（単位：千円）
●経常的収支
人件費や物件費などの支出と地方税や使用料な
どの収入が計上されており、日常の行政活動に
よる資金収支の状況を表したものです。

●公共資産整備収支
道路などの公共資産の整備などによる支出とそ
の財源である国・県からの補助金や地方債などに
よる収入が計上されており、公共事業に伴う資
金の使途とその財源の状況を表したものです。

●投資・財務的収支
	 出資や貸付、基金への積立及び借金の返済な
どによる支出とその財源である国・県からの補
助金、貸付金元金の回収などの収入が計上され
ており、投資活動や借金の返済による資金収支
の状況を表したものです。

●期首歳計現金残高
前年度末（平成 21年 3月 31日）での歳計現金
残高

●期末歳計現金残高
今年度末（平成 22年 3月 31日）での歳計現金
残高

（※ 1）3 ページの貸借対照表の資産の部　3. 流動資産（1）資金
　のうちの歳計現金と一致します

（※ 3）5 ページの純資産変動計算書では、負（△）として表され
ます。これは純資産の減少要因となるためです

純経常行政コスト（A － B）（※ 3） 14,934,930

町民 1 人当たりの行政コスト計算書
経常行政コスト
経常収益
純経常行政コスト

49 万 3 千円（人や物にかかるコストなど）
17 万 4 千円（使用料・手数料・分担金・負担金など）
31 万 9 千円

平成 21年度に町が行った行政
サービス（純経常行政コスト）は、
町民 1人当たり約 31万 9千円か
かったことが分かります。
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■財務書類 4 表から分かること

純資産変動計算書
純資産変動計算書とは…
	町の純資産（貸借対照表の純資産の部）が 1年間に、どのように増減したかを表している財務書類です。

期首純資産残高 80,317,427

当期変動高 16,010,153
1. 一般財源 9,715,250
（1）地方税 7,359,212
（2）地方交付税 827,070
（3）その他行政コスト充当財源 1,528,968

2. 補助金等受入 6,083,048
3. その他 211,855

（単位：千円）

純経常行政コスト（※ 3） △ 14,934,930

期末純資産残高（※ 2） 81,392,650

（※ 3）4 ページの行政コスト計算書の純経常行政コストが、負
（△）で表されます

●期首純資産残高
前年度末（平成 21年 3月 31日）の純資産残高

●当期変動高
純資産が平成 21 年度中（平成 21 年 4 月 1 日
～平成 22 年 3 月 31 日）にどのような要因で
増減したか表したもの

●期末純資産残高
今年度末（平成 22年 3月 31日）の純資産残高

1. 一般財源
（1）地方税
町民税・固定資産税・軽自動車税等

（2）地方交付税
普通交付税・特別交付税

2. 補助金等受入
国庫支出金・県支出金（国・県からの補助金）

（※ 2）3 ページの貸借対照表の純資産の部　純資産合計と一致
します

※各指標の数値は、自治体の基本的な会計である『一般会計』だけでなく、特定の事業ごとに設置される『特別会計』
によって経理されることがあり、自治体ごとに会計の範囲に差異が生じる場合があるため、このような自治体間の
差異を整理し、財政状況の統一的な把握や比較ができるように、統計上、全国統一的に用いられる会計区分である『普
通会計』の数値としました

行政コストにおける経常収益は、いわゆる受益者負担金の金額であるため、経
常収益の行政コストに対する割合を算定することで、受益者負担割合を見ること
ができます。
※一般的に受益者負担比率の平均値は 2％～ 8％の間といわれています

受益者負担比率　　経常収益　÷　経常行政コスト　＝　3.4％

（2）受益者負担比率

行政コスト対公共資産比率　　経常行政コスト　÷　公共資産　＝　17.3％

（3）行政コスト対公共資産比率

行政コストの公共資産に対する比率を見ることで、資産を活用するためにどれ
だけのコストがかけられているか、あるいはどれだけのサービスを提供している
か（資産が効率的に活用されているか）を分析することができます。
※一般的に行政コスト対公共資産比率の平均値は10％～30％の間といわれています

貸借対照表において社会資本形成の結果を表す公共資産のうち、純資産による
形成割合を見ることにより、どれだけこれまでの世代の負担で賄われたかを見る
ことができます。また、公共資産のうち、地方債による形成割合を見ることにより、
どれだけ今後、将来世代の負担によって賄わなければならないかを見ることがで
きます。

（1）社会資本形成の世代間負担比率

現世代負担比率　　　純資産合計　÷　公共資産合計　＝　88.1％

社会資本形成によって生じる利益は将来にも及ぶものであり、世代間の負担の公平性という観点からは一概に言う
ことはできませんが、将来世代への負担を考えた場合、これまでの世代による負担率が高いことが望まれます。
※一般的に各比率の平均値は以下の数値といわれています
　　現世代負担比率：50％～ 90％　将来世代負担比率：15％～ 40％

将来世代負担比率　　地方債合計　÷　公共資産合計　＝　16.3％
阿見町は、将来世代負担比率
が比較的低く、現世代負担比率
が高いため、将来世代への負担
が比較的少ないと言えます。

阿見町は、行政サービス（資
産形成に結びつかないもの）の
大部分が、受益者負担以外の税
金等で賄われていることが言え
ます。

阿見町は、行政目的別（福祉・
教育・環境衛生等）には差が生
じますが、全体的にみると平均
的と言えます。



■
国
保
の
給
付
（
そ
の
1
）

窓
口
で
医
療
費
の
自
己
負
担
割

合
（
1
・
2
・
3
割
／
所
得
な
ど
に

よ
り
異
な
る
）を
支
払
う
だ
け
で
、

医
療
機
関
で
次
の
よ
う
な
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
医
師
の
診
療
▼
薬
や
包
帯
な

ど
治
療
に
必
要
な
も
の
▼
病
気
や

け
が
の
治
療
や
手
術
▼
入
院
・
看

護
▼
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
・
検
査

ー
な
ど
。

■
国
保
の
給
付
（
そ
の
2
）

次
の
よ
う
な
場
合
、
か
か
っ
た

医
療
費
全
額
を
い
っ
た
ん
自
分
で

支
払
い
ま
す
。
そ
の
後
、
国
保
年

金
課
窓
口
で
申
請
し
、
審
査
で
決

定
す
れ
ば
、
支
給
対
象
の
医
療
費

か
ら
自
己
負
担
割
合
を
除
い
た
金

額
が
国
保
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

▼
急
病
な
ど
で
保
険
証
を
持
た

ず
に
医
師
の
治
療
を
受
け
た
と
き

▼
生
血
で
輸
血
を
受
け
た
と
き
▼

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
、
小

児
の
弱
視
・
斜
視
等
矯
正
用
の
メ

ガ
ネ
ま
た
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
医
師
が
治
療
上
必
要
と
認
め

た
と
き
▼
海
外
渡
航
中
に
治
療
を

受
け
た
と
き

ー
な
ど
。

広報あみ 4月号　6

みんなでささえ愛…こくほ

知
っ
て
お
き
た
い

国
保
の
給
付

必
ず
14
日
以
内
に
国
保
へ
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
国
保
を
や
め
る
日

▽
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た

日
の
翌
日

▽
職
場
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
た

日
の
翌
日

▽
死
亡
し
た
日
の
翌
日

▽
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日

●
国
保
に
加
入
す
る
日

▽
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し

て
き
た
日
（
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

▽
職
場
の
健
康
保
険
か
ら
脱
退
し

た
日

▽
出
生
し
た
日

▽
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ

た
日

■
退
職
者
医
療
制
度

長
い
間
勤
め
た
会
社
な
ど
を
退

職
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
（
加
入
す
る
人
）
の
う

ち
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
と
そ

の
家
族
（
被
扶
養
者
）
は
『
退
職

者
医
療
制
度
』
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

人
は
、
65
歳
未
満
の
人
で
20
年
以

上
ま
た
は
40
歳
以
降
10
年
以
上
勤

め
た
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
ら

れ
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

い
つ
病
気
や
け
が
を
し
て

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
加
入
者
が
お
金
を
出
し
合

い
、
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
生
活
を
守
る
国

保
を
正
し
く
理
解
し
、
育
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
国
保
に
加
入
す
る
人
（
被

保
険
者
）

国
保
に
加
入
し
、
保
険
税
を
支

払
っ
て
保
険
で
医
療
を
受
け
る
人

を
被
保
険
者
と
い
い
ま
す
。

わ
が
国
は
国
民
皆
保
険
制
で
、

職
場
の
健
康
保
険
（
会
社
員
の
健

康
保
険
・
公
務
員
の
共
済
組
合
）

に
加
入
し
て
い
る
人
と
そ
の
家

族
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長

寿
医
療
制
度
）
に
加
入
し
て
い
る

人
、
お
よ
び
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
人
以
外
は
、
み
ん
な

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■
届
け
出
は
14
日
以
内
に

世
帯
主
は
自
分
の
世
帯
の
被
保

険
者
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
（
ほ

か
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
・

ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
と

き
・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
・

家
族
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
）は
、

■
国
保
の
給
付
（
そ
の
3
）

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

（
妊
娠
85
日
以
上
の
流
産
・
死
産
を

含
む
）
：
出
産
育
児
一
時
金
を
支

給
▼
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
：
葬
式
の
喪
主
に
葬
祭
費
を
支

給
▼
重
病
人
の
入
院
や
転
院
等
で

緊
急
・
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
移
送
費
用
が
か
か
っ
た

と
き
：
居
住
地
の
市
区
町
村
が
認

め
た
場
合
に
限
り
移
送
費
を
支
給

■
入
院
時
食
事
療
養
費

入
院
中
の
食
費
は
決
め
ら
れ
た

額
を
自
分
で
負
担
し
ま
す
。

■
給
付
の
対
象
に
な
ら
な

い
場
合

▼
正
常
な
妊
娠
・
出
産
▼
歯
列

矯
正
▼
美
容
整
形
▼
健
康
診
断
▼

予
防
接
種（
治
療
が
必
要
な
病
気
・

け
が
で
な
い
た
め
）
▼
仕
事
中
の

け
が（
労
災
保
険
が
使
え
る
た
め
）

ー
な
ど
の
と
き
。

■
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合

▼
犯
罪
を
犯
し
た
▼
け
ん
か
・

泥
酔
中
▼
飲
酒
・
無
免
許
運
転
▼

医
師
な
ど
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ

た

ー
な
ど
の
と
き
の
病
気
や
け

が
。

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎ 888ー1111（131 ～
133）

国民健康保険の
しくみと給付

国保税　納めて安心　わが家の健康



7　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

みんなでささえ愛…こくほ

（
脳
ド
ッ
ク
は
満
40
～
74
歳
）

の
人

▼
町
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
で
助
成
申
請
時
に
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
未
納
が
無

い
人

※
助
成
は
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
い
ず
れ
か
に
限
り
、
年

■
助
成
条
件

▼
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
次
の
❶
と
❷
の
両
方
を
満
た

す
人

❶
助
成
申
請
時
に
国
民
健
康
保
険

税
の
未
納
が
無
い
世
帯
に
属
す

る
人

❷
助
成
申
請
時
に
満
30
～
74
歳

度
内
1
人
1
回
に
限
り
ま
す

※
脳
ド
ッ
ク
は
、
前
年
度
に
脳
ド

ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

※
現
在
治
療
中
・
妊
娠
中
の
人
は
、

医
師
に
相
談
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

※
人
間
（
脳
）
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
は
、
町
の
集
団
検
診
で
特

定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を

受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
の
集
団
健
診
で
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診

す
る
と
、
人
間
（
脳
）
ド
ッ
ク

の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ド
ッ
ク
に
含
ま
れ
て
い

な
い
検
査
は
町
の
集
団
健
診
等

で
受
診
で
き
ま
す

■
助
成
額

●
人
間
ド
ッ
ク
…
2
3
0
0
0
円

●
脳
ド
ッ
ク
…
…
3
0
0
0
0
円

■
実
施
検
診
機
関

▼
霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健

診
セ
ン
タ
ー
（
東
京
医
大
）
☎

8
8
7
ー

4
5
6
3

▼
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
つ
く
ば
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
☎
8
5
6
ー

3
5
0
0

▼
牛
久
愛
和
病
院
総
合
健
診
セ
ン

タ
ー
☎
8
7
3
ー

4
3
3
4

▼
土
浦
協
同
病
院
農
村
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー（
人
間
ド
ッ
ク
の
み
）

☎
8
2
6
ー

3
2
2
1

■
申
込
方
法

▼
申
込
期
間
：
4
月
1
日
～
平
成

24
年
2
月
29
日
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

▼
申
込
方
法
：
実
施
検
診
機
関
に

予
約
後
、
本
人
が
保
険
証
を
持

参
の
上
、
直
接
国
保
年
金
課
ま

た
は
う
ず
ら
出
張
所
に
申
し
込

む
（
随
時
受
付
。
同
一
世
帯
の

場
合
は
代
理
申
請
可
。
電
話
申

し
込
み
不
可
）。
決
定
後
『
助

成
決
定
通
知
書
』
を
交
付
（
う

ず
ら
出
張
所
で
申
請
の
場
合
は

後
日
郵
送
）

▼
受
診
可
能
期
間
：
4
月
1
日
～

平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
。
希

望
日
で
の
受
診
が
可
能
（
検
診

機
関
の
予
約
状
況
に
よ
る
）

問い合わせ　国保年金課　888-1111

●❶
助
成
人
数
枠
を
撤
廃
し
ま
す

助
成
の
条
件
を
満
た
す
人
で
あ
れ
ば
、
申
請
す
れ
ば
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

●❸
受
診
期
間
を
4
月
1
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
と
し
ま
す

※
申
込
期
間
は
4
月
1
日
か
ら
平
成
24
年
2
月
29
日
ま
で
と
な
り
ま
す

●❷
検
診
機
関
へ
の
予
約
を
、
助
成
申
請
後
か
ら
助
成
申
請
前
に
変
更
し
ま
す

の
順
序
に
な
り
ま
す
。

○○健診センター
国
保
年
金
課
で
は
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
り
生
活
習

慣
病
等
を
予
防
す
る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け

る
人
に
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
変
更
点

人間ドック・脳ドックの助成制度が
変更になります

町国民健康保険・後期高齢者医療の保険証をお持ちの皆さまへ

人間ドック・脳ドックの助成制度が
変更になります

町
指
定
の
検
診
機

関
に
予
約

町
に
助
成
申
請

検
診
機
関
で
受
診

➡

➡



         問い合わせ　町運動普及推進協議会事務局（健康づくり課内）☎ 888 － 2940 8

る
か
め
教
室
』
に
、
私
た
ち
運
動

普
及
推
進
員
が
協
力
す
る
よ
う
に

な
っ
て
6
年
が
た
ち
ま
す
。

私
た
ち
普
及
員
は
皆
さ
ん
に
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
体
の
柔
軟
性
を

■
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
2
0
1
0

を
終
え
て

昨
年
10
月
24
日
（
日
）
は
、
天
気

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
運
動
普
及
推
進
員
の
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
花
、
タ
オ
ル
体

操
、
ゴ
ム
ひ
も
ダ
ン
ベ
ル
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ゴ
ム
ひ
も
ダ
ン
ベ
ル
は
、
身
近

な
道
具
（
ゴ
ム
ひ
も
）
を
使
っ
て

行
え
る
体
操
と
し
て
、
町
運
動
普

及
推
進
協
議
会
が
考
案
し
た
体
操

で
す
。
輪
に
し
た
ゴ
ム
ひ
も
を
つ

か
ん
で
両
腕
を
左
右
に
開
く
な
ど

し
て
、
主
に
、
腕
・
肩
・
背
中
の

筋
肉
を
刺
激
し
ま
す
。
動
き
や
す

い
体
を
つ
く
る
た
め
に
、
日
常
生

活
に
結
び
つ
く
動
作
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
は
盛
況
で
、
終
わ
っ

て
み
る
と
親
子
で
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
人
な
ど
、
2
0
1
人
の
人

と
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、

お
み
や
げ
と
し
て
ゴ
ム
ひ
も
と
体

操
の
説
明
書
を
渡
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
家
で
も
で
き
る
か

な
？　

ぜ
ひ
や
っ
て
み
ま
す
」
と

い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
町
に
運
動

の
輪
が
広
が
り
、
元
気
に
過
ご
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

■
町
介
護
予
防
事
業
『
つ
る

か
め
教
室
』
に
協
力
し
て

町
が
高
齢
者
の
心
と
体
の
元
気

を
保
つ
た
め
に
催
し
て
い
る
『
つ

高
め
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
レ
ッ
チ

花
や
、
タ
オ
ル
体
操
、
転
倒
を
予

防
す
る
た
め
の
足
の
体
操
な
ど
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運

動
だ
け
で
な
く
頭
の
体
操
と
な
る

種
目
や
体
を
自
然
に
動
か
す
よ
う

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、

楽
し
い
教
室
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

体
操
は
お
休
み
を
し
て
い
て

も
、
的
に
向
か
っ
て
お
手
玉
を
投

げ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
参
加

で
き
る
人
も
い
て
、
一
口
に
体
を

動
か
す
と
言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ

な
方
法
が
あ
る
な
あ
と
改
め
て
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
「
楽
し
い
」、「
教

室
に
来
る
の
が
楽
し
み
」
の
声
に

お
応
え
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

町運動普及推進
協議会だより

おげんきですか

みなさんお元気ですか？
春の空気を吸い込んで、体を動かすと気

持ちが良いですね！

▲ゴムひもをゆっくり伸ばしたり縮めたり

▲オリジナルストレッチ花で体をほぐします

▲今日のレクリエーションはすごろく

手首を回す、背伸びをするなど準備運動をし
てから行いましょう。
身近な道具として、髪を結ぶゴムひも（約１ｍ）

を使用しています。本来運動に使用する目的で
作られたものではありませんので、繰り返しの
使用や強く引っ張ることでゴムが劣化し、破損
することも考えられます。取り扱いには十分に
ご注意ください。
体操用のゴムバンドは、スポーツ用品店やホ

ームセンターなどで購入することができます。

ゴムひもダンベル

▼運動の例

▲両腕を左右に開く
　（背中に効きます）

▲腕を斜めに引き上げる
　（肩から腕に効きます）

▲体の後ろで両腕を広げる
　（腕や背中に効きます）



ちょうみんかつどうせんたー

町民活動センター　☎888ー2051　業務時間：月曜日を除く午前10時～午後9時

町民活動センターだより

町民活動センターでは、自分でできること、参加できることの喜びを応援しています。
地域コミュニティとして、さまざまな人たちが活動し合える場、集える場として、町民活動センターをぜひご利

用ください。

 《えがお》 《えがお》
町民活動センターで活動中の団体が発表会をします

9　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

■パソコン学習会
皆さま、こんにちは。講師の成田と申します。今回は、パソコン研修会の講座風景と内容をレポートしました。

●講座風景
キーボードに初めて触られる人から、基本コースを悪戦苦闘（？）しながら挑戦さ

れている人、また、中級の人は分からないことが分かり始め、成果発表会へ向け生
き生きと取り組まれ、上級クラスでは『チャレンジ椎名インストラクター』と銘打ち、
文書作成ソフトのワードを中心とした椎名講師の技術を直接伝授されています。
毎週 20人前後の皆さまが、真剣な眼差しで、時に笑い、時に『考える人』のよ

うになりながら、わいわいと楽しめる環境の中でパソコンを通して友情を深めて
います。

●講座内容
▶これから始める人向け『超入門　失敗しないパソコンの買い方講座』
▶ワードを使ったパソコンの基礎コース『ベーシック初心者編』
▶皆さんの成果を発表します『町民活動センターPC発表会』
▶パソコンの上級者コース『チャレンジ椎名インストラクター』
ーなど、定期コースを始め、年末には年賀状作成、インターネットの体験『ワ

ード・エクセルでホームページ制作』など、パソコンの仕組みから、一人ひとり
の“やりたい事”を見つける内容となっています。

■えんぴつ画講座
毎週金曜日の、和田泰子氏の指導のもと、当初は初心者だった受講生の人たちが、えんぴ

つ画をかき始めて1年余りがたちました。和田氏は交通事故の後遺症で開講当初はほとんど
右手でペンが持てないほどで、これ以上機能は回復しないと医師に宣告されましたが、広く
えんぴつ画を教える喜びを感じながら指導を続けることで、現在は右手で指導できるまでに
回復しています。また、受講生の皆さんは平均年齢 70歳以上ですが、年齢に関係なくえん
ぴつ画の上達をみせています。

●発表会を開催します！
指導者・受講者とともに喜びを感じながらつくり上げた
作品の発表会が開催されます。

▶日時	 6 月 3日（金）～ 8日（水）午前 10時～午後 4時
▶場所	 土浦まちかど蔵『大徳』
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「町民活動に関するアンケート」
実施結果について

きょうどうのまちづくり

町民活動推進課☎888ー1111（271・273）

「広報あみ」2月号でも少し「町民活動に関するアンケート」について触れましたが、今回はその実施結果に
ついて一部ご紹介します。

紙面の都合上、ここでは一部の結果のみのご紹介となりましたが、今回ご回答いただいた内容から、皆さん
の町民活動に対するさまざまな思いを感じ取ることができました。いただいたご意見を参考とし、積極的に町
民活動および協働の推進を図って参ります。なお、その他の回答結果につきましては、町ホームページ上や町
内各公民館・ふれあいセンターおよび阿見町町民活動センターにおいて閲覧が可能となっておりますので、ぜ
ひご覧ください。
今後とも、町民活動に関する取り組みにつきましては、町ホームページ上や「広報あみ」紙面等でお知らせし、

皆さんと情報共有しながら、さらに多くの人に関心を持っていただけるよう努めて参ります。

現状を維持したい団体が最も多く 51％となりました
が、社会貢献に興味を示している団体も合計で 33％を
占めました。今後の活動の幅の広がりが期待されます。

7割程度の団体の皆さんが協働の必要性を感じ始め
ているようです。今後さらなる啓発に努めます。
※協働とは、行政・行政区（自治会）・NPO・企業など
のまちづくりの主体が、お互いを自立した主体と
して認め合い、対等な立場で積極的に連携・協力す
ることによって、公共的な課題の解決にあたろう
とする考え方・まちづくりの手段のことです

今回のアンケートで皆さんの連携・協働したい思いを
感じました。皆さんとともに「協働しやすい環境」をつ
くりあげていきたいと思います。
※この設問選択肢の「NPO」には法人格を持たない
ボランティア団体等も含みます

問　現在、サークル・同好会活動を展開されている団体
にお聞きします。今後の活動について、どのよう
にお考えですか（社会貢献活動も展開したいと感
じますか）

問　協働という考え方に必要性を感じていますか

問　どのような相手と協働したいですか（複数選択可）
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こうぎょうのまちあみ

阿見東部工業団地は、圏央道沿線地域における工業
振興の一役を担うため、県企業局が工業団地造成事業
により整備を進め、平成 15年 1月から企業用地を分
譲しています。当団地の特徴としては、上下水道・工
業用水・都市ガス・光ファイバー通信等のインフラ施設
が充実しており、圏央道の阿見東インターチェンジか
ら近距離の交通利便性の良さから、首都圏の魅力的な
企業用地となっています。
現在では、香料・機械部品・化学製品・試薬品等の製
造工場や関連するこん包・輸送・卸業など、将来に向け
て期待の大きい企業が操業しています。
また、立地企業で構成される「阿見東部工業団地連絡

協議会」では、団地内の自主的な管理・運営のほか、各
企業の協力による地域貢献活動等を支援しています。

■工業団地の位置図

企業名 業　種 主な製品

㈱あづまや　つくば事業所 でんぷん製造業 工業用でんぷんの製造

㈱エーシーケミカル　関東工場 無機化学工業製品製造業 活性炭の製造・再生加工等

小川香料㈱　つくば事業所 香料製造業 食品用香料・関連製品の製造

キシダ化学㈱　つくば事業所 試薬製造業 試薬品・電子工業薬品・医薬品原料の製造

㈱コモダエンジニアリング　阿見工場 建設機械用部品製造業 建設機械用金属製品・油圧機器の製造（加工・組立）

㈱杉孝　つくば機材センター その他の建築材料卸売業 建設用軽仮設機材の保管加工

つくばセミテクノロジー㈱　阿見工場 生産用機械・同部分品製造業 半導体洗浄装置の開発・製造等

トキワ精機㈱　阿見工場 産業用運搬車両・部品製造業 油圧用配管継手・機械部品の製造

㈱日本サーモエナー　関東工場 ボイラ製造業 小型貫流ボイラ・真空式温水ヒーター等の製造

㈱ホンダ産業　星の里倉庫 洋品雑貨・小間物小売業 美術用品・表札・印鑑・名刺・年賀状

丸和バイオケミカル㈱　阿見開発センター 農薬製造業 農薬・肥料・生化学品の研究開発・販売

都運送㈱　つくば営業所 一般貨物自動車運送業 一般貨物運送業・倉庫業・通関業

㈱SPパーツ　茨城工場 金属工作機械用部品製造業 精密機械・金属加工部品の製造

■立地する企業

商工観光課☎888ー1111（171）

■阿見東部工業団地の概要

※雪印乳業㈱は、平成 25年度操業予定
※東洋科学㈱は、平成 25年度操業予定

阿見東部工業団
地の企業では、環
境月間にあわせ、
毎年6月に工業団
地内の道路清掃を
行っています。
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まちのできごと

■

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿

見
翔
裕
園
へ
竹
炭
を
寄
贈

町
内
に
多
く
見
ら
れ
る
竹
を

観
光
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を

進
め
る
『
町
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

会
議
』
の
メ
ン
バ
ー
が
、
小
池
城

址し

公
園
を
拠
点
に
活
動
す
る
『
里

山
の
会
』
と
連
携
し
、
消
臭
効
果

が
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も

利
用
で
き
る
『
竹
炭
』
を
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
阿
見
翔
裕
園
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

2 月 16日

■

則
松
忠
司
さ
ん
・
橋
本
英
之
さ
ん
が
受
賞

自
治
功
労
者
表
彰

町
村
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
水

戸
市
の
県
市
町
村
会
館
で
行
わ
れ
、

民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
則
松
忠

司
さ
ん
（
写
真
右
）
と
橋
本
英
之
さ

ん（
写
真
左
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

則
松
忠
司
さ
ん
は
、
9
年
間
上

長
区
長
を
つ
と
め
、
区
長
会
会
長

と
し
て
も
町
全
体
の
地
区
行
政
の

円
滑
化
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
や
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
と
し

て
も
積
極
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
英
之
さ
ん
は
、
平
成
9
年

に
町
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
、
以

降
13
年
間
に
わ
た
っ
て
町
代
表
監

査
委
員
と
し
て
、
町
財
政
の
効
率

的
な
運
営
と
町
政
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

■

学
校
給
食
で
阿
見
産
レ
ン

コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら

1
月
26
日
の
学
校
給
食
レ
ン
コ

ン
の
日
に
、
阿
見
産
の
レ
ン
コ
ン

が
町
内
小
中
学
校
の
給
食
に
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
茨
城
大
学

の
佐
藤
達
雄
准
教
授
や
生
産
者
・

栄
養
士
が
君
原
小
学
校
に
訪
れ
、

授
業
も
開
か
れ
ま
し
た
。
質
問
の

時
間
で
は
児
童
た
ち
か
ら
率
直
な

疑
問
が
浴
び
せ
ら
れ
、
専
門
家
の

先
生
た
ち
が
た
じ
た
じ
に
な
っ
て

し
ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

1 月 26日

■

み
ん
な
で
守
ろ
う
、

文
化
財

毎
年
1
月
26
日
は
文
化
財
防
火

デ
ー
で
す
。文
化
財
防
火
デ
ー
は
、

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
奈
良
県
に

あ
る
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
壁

画
が
焼
損
し
た
の
を
契
機
に
制
定

さ
れ
、
こ
の
日
を
中
心
に
全
国
的

に
文
化
財
防
火
運
動
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
1
月
24
日
～

26
日
の
3
日
間
に
、
蔵
福
寺
（
追

原
）・
西
光
寺
（
吉
原
／
写
真
）・
善

照
寺
（
若
栗
）・
八
坂
神
社
（
若
栗
）

の
4
か
所
で
、
町
消
防
隊
や
関
係

者
に
よ
る
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
訓
練
に
は
各
寺
の
住
職
な

ど
が
参
加
し
、
文
化
財
保
護
の
意

義
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

1 月 24日

■

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
『
あ

み
ま
る
く
ん
』
ス
タ
ー
ト

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
『
あ
み
ま

る
く
ん
』
の
運
行
開
始
式
が
役
場

正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
、
運
行
の

開
始
を
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
祝
い
ま

し
た
。デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、

交
通
手
段
に
不
便
を
き
た
し
て
い

る
人
に
、
自
宅
や
指
定
の
場
所
か

ら
目
的
地
ま
で
乗
合
い
に
よ
り
送

迎
を
行
う
公
共
交
通
で
、
事
前
に

利
用
者
登
録
を
し
、
予
約
す
る
こ

と
で
利
用
で
き
ま
す
（
有
料
）。1 月 31日

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

2 月 15日
▲表彰を受ける橋本英之さん
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〈広告欄〉

常陽銀行阿見支店

水戸信用金庫阿見支店

筑波銀行荒川本郷支店

筑波銀行阿見支店

茨城県信用組合阿見支店

常陽銀行荒川沖東支店

■
広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
い
て
、
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た

町
民
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
阿
見
町
で
は
、
災
害
復

旧
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
さ
て
、『
広
報
あ
み
』
の
お
知
ら
せ
等
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

ご
案
内
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
地
震
の
影
響
で
開
催
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
開
催
有
無
を
担
当
課
に
ご
確
認
の
う
え
、
ご
参
加
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▶申込期間	 4 月 22日（金）までに、
E メ ー ル（mansei99 ＠ jcom.
home.ne.jp）またはファクシミリ
（888ー1055 ／午前 9時～午後 9
時）で申し込む　※ 8日（金）まで
は町内在住・在勤・在学者のみの申
込期間。そのほかの人は 9日（土）
から申込受付（▼ E メール：午前
0時から▼ファクシミリ：午前 9
時から）

▶その他	 ▼ドロー表は希望者への
み送ります▼エントリー後のキャ
ンセルは 4月 22 日（金）まで受け
付けます

▶問合せ	 町体育協会テニス部代表
倉持☎ 841ー6878

▶ホームページ	 h t t p : / / w w w .
geocities.jp/amitennis2005/

■春季テニス大会（男子シ
ングルス・女子ダブルス）
▶期日	 5 月 15 日（日）　※予備日：
22日（日）

▶場所	 ▼男子シングルス：総合運
動公園テニスコート▼女子ダブル
ス：県立医療大学テニスコート

▶募集人数	 ▼男子シングルス▽シ
ニア：16人▽一般：48人▼女子ダ
ブルス：32 組　※いずれも定員
で締切

▶参加料	 ▼男子シングルス：1 人
2500 円▼ 女 子 ダ ブ ル ス：1 組
3000 円　※当日徴収

体協だより

■
お
わ
び
と
訂
正

『
広
報
あ
み
』
3
月
号
通
常
版
に

お
い
て
、
以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

●
7
ペ
ー
ジ『
事
務
事
業
評
価
結
果
』

「
■
評
価
対
象
事
業
」
お
よ
び
「
■

継
続
事
業
の
評
価
結
果
」
の
表
中
の

数
値
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は
下
記
の
表
の
通
り
と
な
り
ま
す

（
カ
ッ
コ
内
の
太
字
が
訂
正
箇
所
）。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ	

企
画
財
政
課
☎
8
8
8

ー

1
1
1
1
（
2
2
4
）

●
16
ペ
ー
ジ
『
工
業
の
街
あ
み
』

「
■
立
地
す
る
企
業
」
の
表
中
の

企
業
名
に
お
い
て
、『
大
洋
電
機
産

業
㈱
』
と
あ
る
の
は
、『
太
洋
電
機

産
業
㈱
』
の
誤
り
で
す
。
お
わ
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ	

秘
書
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
8
3
） お

知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion

■各種大会の結果（敬称略）

■問い合わせ
生涯学習課内町体育協会事務局☎
888ー1111（340）

●冬季ソフトバレーボール大会

期 日 2月 13日（日）
場 所 町民体育館

成 績
▽優勝：本郷 A チーム▽準
優勝：本郷 Dチーム▽ 3 位：
本郷 Cチーム

●町民弓道納射大会

期 日 12月 12日（日）
場 所 阿見中学校弓道場

成 績
▽優勝：信戸修一▽準優勝：
和田恭子▽ 3 位：山﨑亜紀
▽射詰賞：信戸修一

■評価対象事業
事業別 新規事業 継続事業 合計

実施計画事業 44 59（64）103（108）
実施計画以外 0 220（222） 220（222）

合計 44 279（286） 323（330）

方向性 大幅に改善 一部改善 改善の必要なし 合計
現状の規模で継続 3 74（76） 141（144）218（223）

縮小して継続 0 4（5） 0（1） 4（6）

合計 10 110（113） 159（163）279（286）

■継続事業の評価結果 ※下表は訂正部分を抜粋
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おしらせ

〈広告欄〉

■
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
難
病
患
者
福
祉
手
当

町
で
は
、
原
因
が
不
明
で
治
療

方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
難
病
の
疾
病
患
者
と
そ
の
保
護
者

の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
要
件	

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
こ
と
▼
県
発
行
の
『
一
般
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
』
を
持
っ
て

い
る
▼
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
が
さ
れ
て
い
る
▼
生
活

保
護
を
受
け
て
い
な
い
▼
社
会
福

祉
法
第
2
条
第
2
項
に
規
定
す
る

第
一
種
社
会
福
祉
事
業
の
施
設
に

入
所
し
て
い
な
い

▼
支
給
額	

月
額
3
0
0
0
円　

※

年
度
末
に
1
年
分
を
口
座
振
込
。

申
請
し
た
月
か
ら
支
給

▼
申
請
方
法	

▼
一
般
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
▼
本
人
名
義
の
預
金

通
帳
な
ど
口
座
を
確
認
で
き
る
も

の
▼
印
鑑

ー
を
持
参
し
、
直
接

左
記
へ
申
請
す
る

●
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

町
で
は
、
障
害
児
の
保
護
者
に

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
当
は
特
別
児

童
扶
養
手
当
と
併
給
可
能
で
す
。
た

上
の
人
が
対
象
（
入
会
承
認
制
）

▼
期
日	

4
月
19
日
（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
か
ら

▼
場
所	

㈳
阿
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

●
『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』
引

き
受
け
ま
す　

マ
イ
ホ
ー
ム
の

床
・
壁
の
補
修
、
軽
易
な
大
工
仕

事
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
り

替
え
、
家
の
清
掃
・
雑
役
、
庭
木

の
せ
ん
定
、
草
刈
り
、
草
取
り
な

ど
を
行
い
ま
す
。

●
問
合
せ	

㈳
阿
見
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
パ
ー

ト
職
員
募
集

●
通
所
介
護
事
業
看
護
師

▼
応
募
資
格	

▼
普
通
自
動
車
運
転

免
許
▼
正
看
護
師
ま
た
は
准
看
護

師
の
免
許

ー
を
取
得
し
て
い
る

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
間
、
午
前
9
時
30
分
～
午

後
3
時
30
分
（
応
相
談
）

▼
時
給	
1
1
6
0
円

●
通
所
介
護
事
業
運
転
手

▼
応
募
資
格	

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
取
得
し
て
い
る

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

（
日
数
応
相
談
）
午
前
8
時
30
分

～
10
時
30
分
、
午
後
3
時
15
分
～

5
時
15
分

▼
時
給	

8
0
0
円

●
訪
問
入
浴
介
護
事
業
看
護
師
ま
た

は
介
護
員

▼
応
募
資
格	

▼
普
通
自
動
車
運
転

免
許
▼
正
看
護
師
・
准
看
護
師
・
ヘ

ル
パ
ー
2
級
以
上
の
い
ず
れ
か
の

免
許

ー
を
取
得
し
て
い
る

▼
勤
務
日
時	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
2
日
～
3
日
間
程
度
、
午
前
8

時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

▼
時
給	

▼
看
護
師
：
1
1
6
0
円

▼
介
護
員
：
8
0
0
円

●
募
集
人
数
は
い
ず
れ
も
1
人

●
応
募
方
法
は
い
ず
れ
も
4
月
20
日

（
水
）
ま
で
に
、
電
話
連
絡
の
上

履
歴
書
を
左
記
に
提
出
す
る

●
応
募
・
問
合
せ	

〒
3
0
0
ー

0
3
3
1
阿
見
町
阿
見
4
6
7
1

ー

1
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎

8
8
7
ー

0
0
8
4

■
警
察
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格
（
警
察
官
A
）　

昭
和

57
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し

た
人
（
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）、

ま
た
は
、
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と

同
等
と
認
め
る
人

▼
受
付
期
間	

▼
持
参
・
郵
送
：
4
月

13
日（
水
）
ま
で
▼
電
子
申
請
：
4

月
11
日
（
月
）
午
後
5
時
ま
で

▼
一
次
試
験
期
日　

5
月
8
日（
日
）

▼
問
合
せ	

牛
久
警
察
署
警
務
課
☎

8
7
1
ー

0
1
1
0
（
7
2
5
ー

2
1
2
）

だ
し
、
障
害
児
福
祉
手
当
と
の
併
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
支
給
要
件	

町
内
在
住
の
20
歳
未

満
の
障
害
を
有
す
る
在
宅
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
保
護
者
で
、
児
童

が
▼
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3

級
、
4
級
の
一
部
（
下
肢
障
害
）

▼
療
育
手
帳
Ⓐ
・
A
・
B

ー
の

い
ず
れ
か
に
該
当　

※
次
の
場
合

は
支
給
対
象
外
▼
施
設
へ
入
所
し

て
お
り
、
在
宅
で
な
い
▼
障
害
児

福
祉
手
当
を
受
給
中

▼
支
給
額	

月
額
5
0
0
0
円　

※

10
月
・
4
月
に
そ
の
前
月
ま
で
の

半
年
分
を
口
座
振
込
。
申
請
し
た

翌
月
か
ら
支
給

▼
申
請
方
法	

▼
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
▼
印
鑑

ー
を

持
参
し
、
直
接
左
記
へ
申
請
す
る

●
申
請
・
問
合
せ	

障
害
福
祉
課（
総

合
保
健
福
祉
会
館
内
）
☎
8
8
8

ー

2
9
4
3
ＦＡＸ
8
8
8
ー

2
9
4
5

■
㈳
阿
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら

●
入
会
説
明
会
開
催　

当
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
60
歳
以

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion
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おしらせ

〈広告欄〉

■
臨
時
職
員
募
集

町
で
は
国
際
交
流
事
業
を
推
進

し
て
お
り
、
町
国
際
交
流
協
会
が
そ

の
中
心
と
な
り
、
町
民
主
体
の
草
の

根
国
際
交
流
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
町
国
際
交
流

協
会
事
務
局
の
事
務
補
助
員
と
し

て
、
左
記
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
勤
務
内
容	

事
務
局
業
務
全
般
の

補
助
（
会
計
業
務
含
む
）

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
資
格	

▼
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
が
で
き

る
▼
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
る

▼
勤
務
期
間	

5
月
17
日
（
火
）
～

平
成
24
年
3
月
末
日

▼
勤
務
日
時	

毎
週
火
～
金
曜
日
の

う
ち
3
日
間
、
午
前
10
時
～
午
後

4
時
15
分
の
5
時
間
15
分
。
イ
ベ

ン
ト
等
に
よ
り
そ
の
ほ
か
の
勤
務

日
あ
り

▼
勤
務
場
所	

役
場
2
階
国
際
交
流

協
会
事
務
局

▼
時
給	

8
0
0
円

▼
応
募
期
間	

4
月
22
日（
金
）ま
で

▼
応
募
方
法	

履
歴
書
（
3
か
月
以

内
撮
影
の
写
真
貼
付
）
を
郵
送
ま

た
は
直
接
左
記
に
提
出
す
る

▼
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）

▼
応
募
・
問
合
せ	

〒
3
0
0
ー

0
3
9
2
阿
見
町
中
央
1
ー

1
ー

1

阿
見
町
役
場
秘
書
課
国
際
交
流
係

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
8
1
）

町
国
際
交
流
協
会
か
ら

■
『
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
』
を

開
き
ま
す

町
内
在
住
の
外
国
人
と
の
、
や

さ
し
い
日
本
語
に
よ
る
交
流
の
場
と

し
て
、
昨
年
度
に
続
い
て
今
年
度
も

毎
月
2
回
程
度『
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
』

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時	

4
月
10
日
（
日
）
以
降
、

毎
月
第
2
・
第
4
日
曜
日
の
午
後
3

時
～
4
時
30
分　

※
公
民
館
や
そ

の
ほ
か
の
行
事
と
重
な
る
時
は
、

中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
場
所	
中
央
公
民
館
2
階
学
習

室
A

▼
対
象	

町
に
住
ん
で
い
る
外
国
人

（
日
本
人
も
歓
迎
）

▼
内
容	

暮
ら
し
や
文
化
に
つ
い
て

の
、
や
さ
し
い
日
本
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

▼
そ
の
他	

参
加
無
料
、
申
込
不
要

▼
問
合
せ	

町
国
際
交
流
協
会
▼
事

務
局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
2
9
2
）
▼
都
市
文
化
交
流
委
員

会　

佐
藤
☎
8
8
7
ー

4
5
3
8

■
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
こ
ど
も
工
作
教
室
（
大
人
だ
け
の

参
加
も
大
歓
迎
）

▼
期
日	

4
月
16
日
（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
講
師	

和
田
泰
子
氏

▼
参
加
料	

1
0
0
0
円

▼
持
参
品	

手
ふ
き
・
水
筒

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

▼
期
日	

4
月
26
日
（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▼
講
師	

小
林
よ
し
子
氏

▼
募
集
人
数	

20
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

1
5
0
0
円
（
花
器
・

花
材
含
む
）

▼
持
参
品	

は
さ
み

●
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
『
超

入
門
失
敗
し
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
買

い
方
講
座
』

▼
期
日	

4
月
19
日
（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
内
容	

❶
パ
ソ
コ
ン
っ
て
何
❷
パ

ソ
コ
ン
で
何
が
で
き
る
の
❸
何
を

そ
ろ
え
れ
ば
い
い
の
（
周
辺
機
器

な
ど
）
❹
ど
こ
で
買
え
る
の
❺
ど

の
く
ら
い
す
る
の
（
購
入
費
用
な

ど
）

▼
講
師	

成
田
清
和
氏

▼
募
集
人
数	

30
人
程
度

▼
参
加
料	

5
0
0
円

●
パ
ソ
コ
ン
学
習
会
（
午
前
の
部
・

夜
の
部
）

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
人
・
疑
問

を
解
決
し
た
い
人
・
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
・
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
人
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
3

人
の
講
師
が
き
め
細
や
か
に
対
応
い

た
し
ま
す
。

▼
日
時	

▼
午
前
の
部
：
毎
週
水
曜

日
午
前
10
時
～
正
午
▼
午
後
の

部
：
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
～

9
時

▼
講
師	

成
田
清
和
氏

▼
募
集
人
数	

各
20
人
程
度

▼
参
加
料	

各
回
5
0
0
円

▼
持
参
品	

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お

持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
室

▼
期
日	

4
月
9
日
（
土
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
～
3
時

▼
内
容	

購
入
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
・
パ
ソ
コ
ン
利
用
法
・

ト
ラ
ブ
ル
解
決
法

ー
な
ど

▼
講
師	

い
ば
ら
き
I
T
普
及
協
議
会

▼
募
集
人
数	

10
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

5
0
0
円

●
『
阿
見
お
も
ち
ゃ
病
院
』
開
院

プ
ラ
レ
ー
ル
・
ミ
ニ
カ
ー
・
ラ
ジ

コ
ン
カ
ー
・
電
子
ゲ
ー
ム
・
楽
器
・
人

形

ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
を
無
料
（
交
換
部
品
代

の
み
実
費
負
担
）
で
修
理
し
ま
す
。

▼
期
日	

4
月
10
日
（
日
）

▼
時
間	

午
後
1
時
～
3
時

▼
講
師	

金
子
隆
氏

●
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

※
場
所
は
す
べ
て
町
民
活
動
セ
ン

タ
ー

●
申
込
・
問
合
せ	

町
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
5
1
（
月

曜
日
を
除
く
午
前
10
時
～
午
後
9

時
）
▼
E
メ
ー
ル
：am

i-vol@
bz01.plala.or.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	

http://busi
ness4.plala.or.jp/am
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国勢調査の人口・世帯数（速報値）が公表されました

平成 22年 10 月 1日基準で実施した国勢調査の速報
値が、このたび総務省統計局から公表されました。
3月 1日現在の総人口と世帯数は上記のとおりです。
調査のご協力ありがとうございました。
なお、調査日以降の推移は下表のとおりです。また、
この速報値は平成 23年 10 月公表予定の確報値と相違
する場合があります。
男女別人口については、速報値では集計されないため、
後日確報値で公表します。

広報あみ　通巻 601 号　発行／阿見町　編集／秘書課　〒 300ー0392　茨城県稲敷郡阿見町中央一丁目 1番１号　☎ 029ー888ー1111	 16

人権相談／行政相談　日時：4月7日（木）5月12日（木）
午前 10時～午後 3時／場所：役場 3階 305 会議室

問い合わせ 総務課☎ 888ー1111（216）
子育て相談　日時：月～金曜日午前 9時～午後 4時／

場所：中郷保育所内／訪問相談随時受付
問い合わせ 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談　日時：火～金曜日午前 9時～午後 3時／

場所：図書館となり
問い合わせ 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後1時～4時／弁護士

相談：月1回午後1時～3時30分［毎週水曜日の心配
ごと相談にて要予約］／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
結婚相談　日時：第 2・第 4土曜日午後 1時～ 4時／

場所：総合保健福祉会館相談室
問い合わせ 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談　日時：月～金曜日午前 8時 30 分
～午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午・午後
1時～ 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ−

問い合わせ 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午・午
後 1時～ 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時～
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

●定例相談●

●人口と世帯●
●総人口　47,930 人 （＋ 40）
●世帯数　17,976 世帯（＋ 19）

（3月 1日現在）

▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総務課調べ

交通事故発生状況　2 月（前月比）
消防本部調べ 軽　　傷	　14人（− 9)
出場件数　17件（− 9）	 中　　傷	　 2人（− 2)
	 重　　傷	　 0人（± 0)
	 死　　亡	　 0人（± 0)
	 合　　計	　16人（−11)
※ 救急車の適正な利用を

お願いします

4 月の納税等
固定資産税（1期）
国民健康保険税（1期）
介護保険料（1期）
納期限 5 月 2 日（月）

5 月の納税等
軽自動車税（全期）
納期限 5 月 31 日（火）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

● 5 月 29 日（日）は予科練戦没者慰霊祭のため、観覧
料が無料となります

●ご利用ガイド
休館日	 毎週月曜日（祝日の場合は翌日休館）
開館時間	 午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時

30分まで）
観覧料	 大人 500 円（400 円）、小中高生 300 円

（240 円）※（　）内は 20人以上
※町内在住の小中学生や障害者手帳をお持ちの人な

どは、観覧料が無料になります

●第 3 回所蔵資料展開催
第 3回所蔵資料展「予科練生の資料館−銀田コレ

クション展」を下記の日程で開催します。
予科練平和記念館には、新潟の自宅で元予科練生の
銀田捷氏が開いていた「銀田予科練資料室」の資料約
780点（うち図書 430点）が寄贈されています。
今回の展示ではこの中から約 50 点の資料を展示す
る予定です。元予科練生が戦後も持ち続けた予科練へ
の想いを感じてみてください。

期間	 3 月 29 日（火）～ 5月 29日（日）
※入場料は予科練平和記念館観覧料に含まれます

5 月 29 日（日）は観覧料が無料となります

●問い合わせ　予科練平和記念館　☎891-3344
ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

国勢調査ホームページ　http://www.stat.go.jp/　問い合わせ　総務課統計係☎888ー1111（216・219）

●調査日以降の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ ）内は前月比
10 月 1 日 11 月 1 日 12 月 1 日 1 月 1 日 2 月 1 日

総人口 47,940 人 47,960人（＋ 20） 47,960 人（± 0） 47,897 人（− 63） 47,890 人（− 7）
世帯数 　17,954 世帯 17,968 世帯（＋ 14） 18,000 世帯（＋ 32） 17,936 世帯（− 64） 17,957 世帯（＋ 21）
※今月から、『人口と世帯』（上記参照）に平成 22年 10月に行われた国勢調査の速報値の結果が反映されています
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